
車両系建設機械運転者教本【解体用】 

技能講習テキスト 

＜新旧対照表＞ 第４版 令和 6年 7月 31 日 
【補足事項】※「旧版」から「新版」への文章の修正・追加・削除部分は、下線部を参照してください。 

※誤字・脱字および奥付等の軽微な修正は割愛します。 

 

（旧版） 第 3 版（平成 26 年 12 月 15 日） No.111311 （新版） 第 4 版（令和 6 年 7 月 31 日） No.111311 

[用語の統一] 

労働者・作業員（関係法令を除く） 作業者 

 および、または 及び、又は 

作業現場、建設現場、現場 作業所 

ミリメートル ミリメートル（mm） 

パーセント パーセント（％） 

アルミニウム アルミニウム（Aℓ） 

○○ から ○○ ○○ 〜 ○○（単位） 

＊文末・・。（図○−○参照） ＊文末・・（図○−○参照）。 
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（旧版） 第 3 版（平成 26 年 12 月 15 日） No.111311 （新版） 第 4 版（令和 6 年 7 月 31 日） No.111311 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

18 下から

5行目 

例えば、図 2―8のようにピストンの面積がそ

れぞれ 1 ㎡及び 10 ㎡のシリンダを組合せた

容器において面積の小さい方のピストンに 1 

N の力を加えると、面積の大きい方のピスト

ンに伝わる力は 10Ｎになる。 

（下線部を修正) 

18 下から

5 行目 

例えば、図 2―8のようにピストンの面積がそ

れぞれ 1 ㎠及び 10 ㎠のシリンダを組合せた

容器において面積の小さい方のピストンに

10 N の力を加えると、面積の大きい方のピス

トンに伝わる力は 100N になる。 

19 図 2−8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（赤枠を修正） 

 

19 図 2−8  

20 図 2−9 

 

（赤枠を修正） 

 

 

 

20 図 2−9 
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（旧版） 第 3 版（平成 26 年 12 月 15 日） No.111311 （新版） 第 4 版（令和 6 年 7 月 31 日） No.111311 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

45 中段 （赤枠を修正） 

 

 

45 中段  

 

 

46 上から 

1行目 

(10）転倒時保護構造（ROPS）、横転時保護構

造（TOPS） 

（下線部を修正) 

46 上から 

1行目 

(9）転倒時保護構造（ROPS）、横転時保護構造

（TOPS） 

 

46 下から 

1行目 

図3－18 シートベルト使用の例 

（下線部を修正) 

46 下から 

1行目 

図3－19 シートベルト使用の例 

145 上から 

1行目 

（右記の文章を追加） 

 

145 上から 

1行目 

 

 

162 上から 

19 行目 

2 前項に規定する者は、本籍又は氏名を変更

したときは、第 3 項に規定する場合を除き技

能講習修了証書替申込書（様式第 18号）を技

能講習修了証の交付を受けた登録教習機関に

提出し、技能講習修了証の書替えを受けなけ

ればならない。 

（下線部を削除) 

162 上から 

19 行目 

2 前項に規定する者は、氏名を変更したとき

は、第 3 項に規定する場合を除き技能講習修

了証書替申込書（様式第 18号）を技能講習修

了証の交付を受けた登録教習機関に提出し、

技能講習修了証の書替えを受けなければなら

ない。 

165 上から 

12 行目 

第162条 事業者は、車両系建設機械を用いて

作業を行なうときは、乗車席以外の箇所に労

働者を乗せてはならない。 

 

（下線部を修正、削除、追加） 

165 上から 

12 行目 

第162条 事業者は、車両系建設機械を用いて

作業を行うときは、当該作業場において作業

に従事する者を乗車席以外の箇所に乗せては

ならない。（施行日：令和7年4月1日） 


